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青森県母子及び父子並びに寡婦福祉法施行細則新旧対照表 

新  旧 

○青森県母子及び父子並びに寡婦福祉法施行細則 

昭和三十九年十一月十六日 

青森県規則第百五号 

第一条～第二条（略） 

(貸付けの申請) 

第三条 法第十三条第一項各号に規定する資金の貸付けを受けようとする者(母子・父子福祉団

体を除く。)は、貸付申請書(第一号様式)に次に掲げる書類を添えて知事に提出しなければな

らない。 

一 貸付申請者の戸籍謄本 

二 法第六条第一項に規定する配偶者のない女子であることを証する書類 

三 現に児童(法第十三条第一項の規定により児童に含まれる者を含む。)を扶養していること

を証する書類 

四 母子事業開始資金又は母子事業継続資金の貸付申請の場合には、事業計画書及び経費見積  

 書 

五 母子修学資金の貸付申請の場合には、在学証明書 

六 母子技能習得資金の貸付申請の場合には、技能習得先の状況を明らかにした書類 

七 母子修業資金の貸付申請の場合には、修業の事実を証する書類 

八 母子就職支度資金の貸付申請の場合には、就職又は就職見込みを証する書類 

九 母子医療介護資金の貸付申請の場合には、診断書若しくは施術意見書又は介護に要した費 

用の額及び当該介護に係る保険給付の額が記載された書類 

十 母子住宅資金の貸付申請の場合には、増改築又は補修計画書及び経費見積書 

十一 母子転宅資金の貸付申請の場合には、賃貸借契約による敷金、前家賃等一時金を必要と

する事実を証する書類 

十二 母子就学支度資金の貸付申請の場合には、合格証明書又は入学証明書 

十三 母子結婚資金の貸付申請の場合には、媒酌人等の証明書 

十四 政令第八条第五項又は第九条第一項の保証人の保証書 

第四条（略） 

(保証人の要件) 

第五条 政令第八条第五項及び第九条第一項の保証人は、次に掲げる要件を備えていなければな

らない。 

一 一定の職業及び収入を有し、かつ、独立の生計を営んでいること。 

二 原則として県内に一年以上引き続き居住し、かつ、申請者と同一市町村内に居住している 

こと。 

三 原則として年齢満六十歳以下の身体の健康な者であること。 

第六条～第七条（略） 

 

 

○青森県母子及び父子並びに寡婦福祉法施行細則 

昭和三十九年十一月十六日 

青森県規則第百五号 

第一条～第二条（略） 

(貸付けの申請) 

第三条 法第十三条第一項各号に規定する資金の貸付けを受けようとする者(母子・父子福祉団

体を除く。)は、貸付申請書(第一号様式)に次に掲げる書類を添えて知事に提出しなければな

らない。 

一 貸付申請者の戸籍謄本 

二 法第六条第一項に規定する配偶者のない女子であることを証する書類 

三 現に児童(法第十三条第一項の規定により児童に含まれる者を含む。)を扶養していること

を証する書類 

四 母子事業開始資金又は母子事業継続資金の貸付申請の場合には、事業計画書及び経費見積  

 書 

五 母子修学資金の貸付申請の場合には、在学証明書 

六 母子技能習得資金の貸付申請の場合には、技能習得先の状況を明らかにした書類 

七 母子修業資金の貸付申請の場合には、修業の事実を証する書類 

八 母子就職支度資金の貸付申請の場合には、就職又は就職見込みを証する書類 

九 母子医療介護資金の貸付申請の場合には、診断書若しくは施術意見書又は介護に要した費 

用の額及び当該介護に係る保険給付の額が記載された書類 

十 母子住宅資金の貸付申請の場合には、増改築又は補修計画書及び経費見積書 

十一 母子転宅資金の貸付申請の場合には、賃貸借契約による敷金、前家賃等一時金を必要と

する事実を証する書類 

十二 母子就学支度資金の貸付申請の場合には、合格証明書又は入学証明書 

十三 母子結婚資金の貸付申請の場合には、媒酌人等の証明書 

十四 政令第八条第四項又は第九条第一項の保証人の保証書 

第四条（略） 

 (保証人の要件) 

第五条 政令第八条第四項及び第九条第一項の保証人は、次に掲げる要件を備えていなければな

らない。 

一 一定の職業及び収入を有し、かつ、独立の生計を営んでいること。 

二 原則として県内に一年以上引き続き居住し、かつ、申請者と同一市町村内に居住している 

こと。 

三 原則として年齢満六十歳以下の身体の健康な者であること。 

第六条～第七条（略） 
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新 旧 

(借用証書等の提出) 

第八条 第三条の規定により申請した者で貸付決定通知書の交付を受けたものは、連帯債務を

負担する借主(以下「連帯借主」という。)及び政令第八条第五項又は第九条第一項の保証人が

連署した借用証書(第六号様式)に当該保証人の戸籍抄本又は住民票の抄本並びに当該通知書の 

交付を受けた者及び当該保証人の印鑑証明書を添えて、当該通知書の交付を受けた日から三十 

日以内に知事に提出しなければならない。 

2 第四条の規定により申請した母子・父子福祉団体で貸付決定通知書の交付を受けたものは、

連帯借主である役員が連署した借用証書(第七号様式)に当該役員の戸籍謄本及び印鑑証明書

を添えて、当該通知書の交付を受けた日から三十日以内に知事に提出しなければならない。 

第九条（略） 

(母子修学資金又は母子修業資金の貸付の継続) 

第十条 法第十三条第二項の規定により母子修学資金又は母子修業資金の貸付けを継続して受

けようとする者は、貸付継続申請書(第十一号様式)を知事に提出しなければならない。 

2 前項の継続申請書には、政令第五条第二項各号のいずれかに該当する事実を証するに足る書

類のほか、保証人がある場合にあつては、当該保証人の同意書を添えなければならない。 

3 知事は、第一項の規定による申請書を受理した場合において、継続して貸付けすることを決

定したときは、継続貸付決定通知書(第十二号様式)により、継続して貸付けしないことを決定

したときは継続貸付不承認決定通知書(第十三号様式)により、それぞれその旨を申請者に通知

するものとする。 

第十一条～第十三条（略） 

第十五条～第二十条（略） 

（届出） 

第二十一条 借主は、次の各号のいずれかに該当するときは、その旨を当該各号に定める届書に

より、知事に届け出なければならない。ただし、借主が死亡したことの届出は、連帯借主若し

くは同居の親族又は保証人が行わなければならない。 

一～五（略） 

 六 母子修学資金の貸付により修学し、又は母子就学支度資金の貸付により入学する者が大学

等修学支援をうけることとなったとき。大学等修学支援決定届（第四十一号様式） 

七 母子修学資金の貸付けにより就学している者が休学、復学又は転校したとき。休学届（第

四十二号様式）、復学届（第四十三号様式）又は転校届（第四十四号様式） 

八 技能習得先を変更したとき。技能習得先変更届（第四十五号様式） 

九 母子就職支度資金の貸付けにより就職した者が就職先を変更したとき。就職先変更届（第

四十六号様式） 

十 政令第十二条に規定する貸付けが将来に向つてやめられるべき事由が生じたとき。資格喪

失届（第四十七号様式） 

十一 借主が母子・父子福祉団体である場合において、役員(政令第六条第一項に規定する事業

を行うものにあつては、役員又はその事業に使用されている者)に異動があつたとき。役員等

異動届（第四十八号様式） 

（貸付台帳の備付け） 

  (借用証書等の提出) 

第八条 第三条の規定により申請した者で貸付決定通知書の交付を受けたものは、連帯債務を

負担する借主(以下「連帯借主」という。)及び政令第八条第四項又は第九条第一項の保証人が

連署した借用証書(第六号様式)に当該保証人の戸籍抄本又は住民票の抄本並びに当該通知書の 

交付を受けた者及び当該保証人の印鑑証明書を添えて、当該通知書の交付を受けた日から三十 

日以内に知事に提出しなければならない。 

2 第四条の規定により申請した母子・父子福祉団体で貸付決定通知書の交付を受けたものは、

連帯借主である役員が連署した借用証書(第七号様式)に当該役員の戸籍謄本及び印鑑証明書

を添えて、当該通知書の交付を受けた日から三十日以内に知事に提出しなければならない。 

第九条（略） 

 (母子修学資金又は母子修業資金の貸付の継続) 

第十条 法第十三条第三項の規定により母子修学資金又は母子修業資金の貸付けを継続して受

けようとする者は、貸付継続申請書(第十一号様式)を知事に提出しなければならない。 

2 前項の継続申請書には、政令第五条第二項各号のいずれかに該当する事実を証するに足る書

類のほか、保証人がある場合にあつては、当該保証人の同意書を添えなければならない。 

3 知事は、第一項の規定による申請書を受理した場合において、継続して貸付けすることを決

定したときは、継続貸付決定通知書(第十二号様式)により、継続して貸付けしないことを決定

したときは継続貸付不承認決定通知書(第十三号様式)により、それぞれその旨を申請者に通知

するものとする。 

第十一条～第十三条（略） 

第十五条～第二十条（略） 

 （届出） 

第二十一条 借主は、次の各号のいずれかに該当するときは、その旨を当該各号に定める届書に

より、知事に届け出なければならない。ただし、借主が死亡したことの届出は、連帯借主若し

くは同居の親族又は保証人が行わなければならない。 

 一～五（略） 

 （新設） 

 

六 母子修学資金の貸付けにより就学している者が休学、復学又は転校したとき。休学届（第

四十一号様式）、復学届（第四十二号様式）又は転校届（第四十三号様式） 

七 技能習得先を変更したとき。技能習得先変更届（第四十四号様式） 

八 母子就職支度資金の貸付けにより就職した者が就職先を変更したとき。就職先変更届（第

四十五号様式） 

九 政令第十二条に規定する貸付けが将来に向つてやめられるべき事由が生じたとき。資格喪

失届（第四十六号様式） 

十 借主が母子・父子福祉団体である場合において、役員(政令第六条第一項に規定する事業を

行うものにあつては、役員又はその事業に使用されている者)に異動があつたとき。役員等異

動届（第四十七号様式） 

（貸付台帳の備付け） 
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新 旧 

第二十二条 母子福祉資金貸付金の貸付状況の整理及び償還金債権の保全を図るため、本庁及び 

福祉事務所に貸付台帳（第四十九号様式）を備え付けておくものとする。 

（事業開始届書等） 

第二十三条 法第二十条の規定による届出は、事業開始届書（第五十号様式）によらなければな

らない。 

2 省令第四条の規定による届出は、事業変更届書（第五十一号様式）によらなければならない。 

3 法第二十一条の規定による届出は、事業廃止（休止）届書（第五十二号様式）によらなければ

ならない。 

第三章 父子家庭に対する福祉の措置 

第二十四条 前章（前条の規定を除く。）の規定は、父子福祉資金貸付金の貸付けについて準用

する。この場合において、次の表の上欄に掲げる規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ

同表の下欄に掲げる字句に読み替えるものとする。 

略 

第三条第十四号、第

八条第一項 

政令第八条第五項又は第九条第一

項 

政令第三十一条の六第五項又は政

令第三十一条の七において準用す

る政令第九条第一項 

略 

第五条 政令第八条第五項又は第九条第一

項 

政令第三十一条の六第五項又は政

令第三十一条の七において準用す

る政令第九条第一項 

略 

第二十一条第六号 母子修学資金 父子修学資金 

母子就学支度資金 父子就学支度資金 

第二十一条第十号 政令第十二条 政令第三十一条の七において準用

する政令第十二条 

第二十一条第十一

号 

政令第六条第一項 政令第三十一条の四において準用

する政令第六条第一項 

２（略） 

第四章 寡婦に対する福祉の措置 

第二十五条 第二章（第二十三条の規定を除く。）の規定は、寡婦福祉資金貸付金の貸付けにつ

いて準用する。この場合において、次の表の上欄に掲げる規定中同表の中欄に掲げる字句は、そ

れぞれ同表の下欄に掲げる字句に読み替えるものとする。 

第二十二条 母子福祉資金貸付金の貸付状況の整理及び償還金債権の保全を図るため、本庁及び 

福祉事務所に貸付台帳(（第四十八号様式）を備え付けておくものとする。 

（事業開始届書等） 

第二十三条 法第二十条の規定による届出は、事業開始届書（第四十九号様式）によらなければ

ならない。 

2 省令第四条の規定による届出は、事業変更届書（第五十号様式）によらなければならない。 

3 法第二十一条の規定による届出は、事業廃止（休止）届書（第五十一号様式）によらなければ

ならない。 

第三章 父子家庭に対する福祉の措置 

第二十四条 前章（前条の規定を除く。）の規定は、父子福祉資金貸付金の貸付けについて準用

する。この場合において、次の表の上欄に掲げる規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ

同表の下欄に掲げる字句に読み替えるものとする。 

略 

第三条第十四号、第

八条第一項 

政令第八条第四項又は第九条第一

項 

政令第三十一条の六第四項又は政

令第三十一条の七において準用す

る政令第九条第一項 

略 

第五条 政令第八条第四項又は第九条第一

項 

政令第三十一条の六第四項又は政

令第三十一条の七において準用す

る政令第九条第一項 

略 

 

第二十一条第九号 政令第十二条 政令第三十一条の七において準用

する政令第十二条 

第二十一条第十号 政令第六条第一項 政令第三十一条の四において準用

する政令第六条第一項 

２（略） 

第四章 寡婦に対する福祉の措置 

第二十五条 第二章（第二十三条の規定を除く。）の規定は、寡婦福祉資金貸付金の貸付けにつ

いて準用する。この場合において、次の表の上欄に掲げる規定中同表の中欄に掲げる字句は、

それぞれ同表の下欄に掲げる字句に読み替えるものとする。 
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新 旧 

 

略 

第三条第十四号、第

八条第一項 

政令第八条第五項又は第九条第一

項 

政令第三十七条第五項又は政令第

三十一条の七において準用する政

令第九条第一項 

略 

第五条 政令第八条第五項又は第九条第一

項 

政令第三十七第五項又は政令第三

十八において準用する政令第九条

第一項 

略 

第二十一条第六号 母子修学資金 寡婦修学資金 

母子就学支度資金 寡婦就学支度資金 

第二十一条第十号 政令第十二条 政令第三十八条において準用する

政令第十二条（第二項第二号及び

第三号を除く。） 

第二十一条第十一

号 

政令第六条第一項 政令第三十五条において準用する

政令第六条第一項 

２（略） 

 

略 

第三条第十四号、第

八条第一項 

政令第八条第五項又は第九条第一

項 

政令第三十七条第四項又は政令第

三十八において準用する政令第九

条第一項 

略 

第五条 政令第八条第五項又は第九条第一

項 

政令第三十七第四項又は政令第三

十八条において準用する政令第九

条第一項 

略 

 

第二十一条第九号 政令第十二条 政令第三十八条において準用する

政令第十二条（第二項第二号及び

第三号を除く。） 

第二十一条第十号 政令第六条第一項 政令第三十五条において準用する

政令第六条第一項 

２（略） 
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第４号様式～第５号様式（略） 

 

第４号様式～第５号様式（略） 
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13 

 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 

旧 

  

 



15 

 

新 旧 

  

 



16 

 

新 旧 

第 12 号様式～第 14 号様式（略） 第 12 号様式～第 14 号様式（略） 



17 

 

新 旧 

  

 



18 

 

新 旧 

  

 



19 

 

新 旧 

第 17 号様式（略） 第 17 号様式（略） 

 



20 

 

新 旧 

  

 



21 

 

新 旧 

第 19 号様式～第 20 号様式（略） 第 19 号様式～第 20 号様式（略） 

 



22 

 

 

新 旧 

 
 



23 

 

 

新 旧 

第 22 号様式（略） 第 22 号様式（略） 



24 

 

 

新 旧 

  



25 

 

 

新 旧 

  



26 

 

 

新 旧 

第 25 号様式～第 28 号様式（略） 第 25 号様式～第 28 号様式（略） 



27 

 

新 旧 

  

 



28 

 

新 旧 

第 30 号様式～第 32 号様式（略） 第 30 号様式～第 32 号様式（略） 

 



29 

 

新 旧 

  

 



30 

 

新 旧 

第 34 号様式～第 35 号様式（略） 第 34 号様式～第 35 号様式（略） 

 



31 

 

新 旧 

  

 



32 

 

新 旧 

  

 



33 

 

新 旧 

  

 



34 

 

新 旧 

  

 



35 

 

新 旧 

 

 

 



36 

 

新 旧 

 （新設） 

 



37 

 

新 旧 

  

 



38 

 

新 旧 

  

 



39 

 

新 旧 

  

 



40 

 

新 旧 

  

 



41 

 

新 旧 

  

 



42 

 

新 旧 

  

 



43 

 

新 旧 

  

 



44 

 

新 旧 

 

 

 



45 

 

新 旧 

  



46 

 

 

新 旧 

  



47 

 

 

新 旧 

  



48 

 

 

新 旧 

  

 


